
 

 

令
和
六
年
十
二
月
二
十
七
日
受
領 

答

弁

第

九

九

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
一
六
第
九
九
号 

 
 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
二
十
七
日 

内
閣
総
理
大
臣 

石

破

 

茂 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
額

賀

福

志

郎 

殿 

  

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
二
月
五
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
に
お
い
て
、
中
谷
防
衛
大
臣
が
、
「
北
朝
鮮

は
、
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
大
量
破
壊
兵
器
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
増
強
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
近
年
は
、

低
空
を
変
則
的
な
軌
道
で
飛
翔
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
実
用
化
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
級
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
を
繰
り
返
し
強
行
し
て
お
り
ま
す
。
・
・
・
こ
の
よ
う
な
北
朝
鮮
の
軍
事
動
向
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
、
従

前
よ
り
も
一
層
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

我
が
国
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
個
別
具
体
の
撃
破
能
力
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
の
能
力
等
が
明
ら
か
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
「
国
家
防
衛
戦
略
」
（
令
和
四
年
十
二
月

十
六
日
閣
議
決
定
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
「
探
知
・
追
尾
能
力
や
迎
撃
能
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
と
と
も
に
（
中

略
）
有
効
な
反
撃
を
加
え
る
能
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
相
手
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
制
約
し
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に
よ
る
迎
撃

を
行
い
易
く
す
る
こ
と
で
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と
相
ま
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
そ
の
も
の
を
抑
止
し
て
い
く
」
考
え
で
あ
る
。 



 

２ 

 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
政
府
機
関
独
自
で
一
次
情
報
と
し
て
把
握
し
て
い
る
」
及
び
「
独
自
把
握
が
行
え
て
い
な
い
場
合
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
政
府
と
し
て
は
、
北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ

イ
ル
等
を
発
射
し
た
場
合
に
は
、
我
が
国
に
飛
来
す
る
当
該
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
に
つ
い
て
米
国
が
短
時
間
で
解
析
し
た
情
報

を
受
領
す
る
ほ
か
、
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
等
に
よ
り
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
特
定
臨
時
避
難
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
武
力
攻
撃
を
想
定
し
た
避
難
施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
確
保
に
係

る
基
本
的
考
え
方
」
（
令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
付
け
閣
副
事
態
第
百
五
十
九
号
内
閣
官
房
副
長
官
補
（
事
態
対
処
・
危
機

管
理
担
当
）
付
内
閣
審
議
官
通
知
別
添
。
以
下
「
基
本
的
考
え
方
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
特
定
臨
時
避
難
施
設
」
の

「
確
保
に
係
る
具
体
的
取
組
」
等
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
武
力
攻
撃
よ
り
十
分
に
先
立
っ
て
、
住
民

等
の
広
域
避
難
を
開
始
し
、
完
了
す
る
こ
と
が
住
民
等
の
安
全
を
確
保
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
つ

つ
、
「
例
え
ば
、
悪
天
候
時
に
、
航
空
機
又
は
船
舶
が
使
用
で
き
ず
広
域
避
難
が
困
難
と
な
り
、
広
域
避
難
の
完
了
ま
で
の

一
定
期
間
、
避
難
誘
導
に
従
事
す
る
行
政
職
員
等
及
び
避
難
に
遅
れ
る
住
民
等
が
、
要
避
難
地
域
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い



 

３ 

 

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
」
た
め
、
「
輸
送
手
段
に
大
き
な
制
約
が
あ
り
、
か
つ
、
避
難
先
地
域
が
遠
距
離
に
あ
る
と
い
っ
た
避

難
の
困
難
性
」
等
が
あ
る
「
先
島
諸
島
の
五
市
町
村
（
与
那
国
町
、
竹
富
町
、
石
垣
市
、
多
良
間
村
及
び
宮
古
島
市
）
」
に

お
い
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

 
 

現
在
、
政
府
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
と
と
も
に
、
「
特
定
臨
時
避
難
施
設
」
の
具
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
特
定
臨
時
避
難
施
設
」
は
「
市
町
村
が
・
・
・
公
共
・
公
用
施
設

の
地
下
・
・
・
に
整
備
す
る
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
民
間
に
よ
る
設
置
」
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

な
お
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
の
単
体
に
よ
る
攻
撃
と
い
っ
た
短
時
間
の
攻
撃
等
の
間
、
住

民
等
の
安
全
を
一
時
的
に
確
保
す
る
た
め
」
の
「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
経
済
の
中
枢
を
含
む
都
市

部
及
び
重
点
取
組
分
野
の
施
設
（
地
下
施
設
（
地
下
駅
舎
、
地
下
街
）
等
）
に
お
け
る
指
定
を
促
進
」
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
こ
の
「
指
定
」
の
「
促
進
」
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
大
規
模
な
地
下
施
設
に
お
い
て
、
施
設
管
理
者
が
民
間
事
業
者
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
理
解
及
び
協
力
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
五
年
度
に
、
関
係
省
庁
が
連
携



 

４ 

 

し
、
特
定
の
民
間
事
業
者
等
に
対
し
て
、
「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
「
指
定
」
の
「
促
進
」
に
係
る
協
力
依
頼
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 


